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　全国農協青年組織協議会が主催する
「第70回全国青年大会」が東京都の文
京シビックホールで開催され、「JA青
年組織活動実績発表全国大会」に「JA
飯豊地区青年部の武田親祐さん」が東
北・北海道ブロック代表として出場し、
見事最優秀賞を受賞しました。武田さ
んは飯豊町の地域おこし協力隊として、
中地区の農事組合法人沖のカモメで稲
作を中心に頑張っています。



　

よ
う
や
く
秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
頃
と
な

り
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
事
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
の
幕
開
け
は
例
年
に
な
い

ほ
ど
の
小
雪
に
始
ま
り
、
春
作
業
に
も
影
響
が

出
る
ほ
ど
の
水
不
足
と
な
り
水
稲
の
み
な
ら
ず

果
樹
や
畑
作
物
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
高
い
気

温
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。
恒
久
的
に

な
り
つ
つ
あ
る
温
暖
化
の
影
響
が
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
現
れ
る
の
か
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
開
催
の

米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
に

於
い
て
前
農
業
委
員
の
鈴
木
寛
幸
氏
が
最
優
秀

の
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
事

は
個
人
の
み
な
ら
ず
、
飯
豊
町
の
農
家
の
厳
し

い
自
然
条
件
下
に
あ
っ
て
も
、
卓
越
し
た
肥
培

管
理
や
、
技
術
の
高
さ
を
内
外
に
示
し
て
く
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
年
度
初
め
に
委
員
会
に
も
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
機
構
改
革
に
よ
り
農
業
委

員
会
と
農
業
振
興
室
が
一
つ
に
な
り
、
職
員
が

増
え
た
こ
と
で
丁
寧
で
よ
り
早
い
事
務
対
応
が

出
来
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
委
員
会
活

動
に
於
い
て
も
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
き
、
全
国
の
市
町
村
に
お
い
て
、
十
年

後
の
農
地
利
用
の
将
来
像
を
示
す
地
域
計
画
の

素
案
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

当
町
も
策
定
委
員
、
農
業
委
員
、
推
進
委
員
か

ら
な
る
策
定
会
議
を
町
全
体
で
２
回
、
各
地
区

ご
と
で
１
回
程
開
催
し
て
お
り
、
今
後
各
地
区

ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
さ
ら
に
町
全
体
で

の
会
議
を
経
て
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
作
り

を
進
め
て
行
く
計
画
で
あ
り
ま
す
の
で
、
委
員

各
位
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
農
政
、
し
か
し
現
場
は
、

肥
・
飼
料
等
生
産
資
材
価
格
を
は
じ
め
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
続
き
大
変
困
難
な
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
農
業

会
議
な
ど
系
統
で
の
要
請
活
動
や
行
政
に
対
す

る
要
請
、
情
報
等
の
提
供
な
ど
農
業
経
営
の
持

続
と
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
共
、
農
業
委
員
、
推
進
委
員
、
事
務
局

一
同
、
結
束
を
図
り
な
が
ら
職
務
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
協
力
と
ご
意
見
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご 

挨 

拶

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
豊
町
農
業
委
員
会 

会
長

�

安
　
部
　
数
　
幸
（
中
津
川
）

農業の各種申請、補助金、農地の相談窓口を一本化
　町では、農業に係る各種申請、補助金や農
地に関する相談窓口を一本化するため、これ
までの農業振興室と農地管理室（農業委員会
事務局）を１本化し、農業振興室としました。
　これまで、農業振興の企画及び計画を担っ
てきた農業振興室と、農業の担い手、後継者
対策及び農地の管理に係る農業委員会事務局
を担ってきた農地管理室は、室間の連携を強
固にして立ち向かっていく必要があり、それ
ぞれの室が持つ情報とノウハウを共有し、活
力あふれる農業の振興を図っていきます。併
せて、令和６年度中の策定が求められている「地域計画（旧人・農地プラン）」には、これまでの農
業振興室と農地管理室の情報を組み合わせることで、スムーズな策定を推進します。

【主な業務】
　農業振興、生産調整、農業経営、畜産振興、地産地消、６次産業化推進、
　農業委員会、農地の権利、農地転用、農業者年金、新規就農支援、担い手支援

農業振興室
農業委員会

農地管理室
（農業委員会）

農業振興室
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「いいであぐりウーマンズ」多肉植物寄せ植え会開催！

　去る７月18日。山形ビッグウイングにて第16回山形県農業委員会女
性の会通常総会・研修会が開催されました。本町から女性農業委員３名
が出席しました。
　今年は、総会の前に交流会もかねてテーブルごとに弁当を食べながら、
他地域の女性委員の方と地域計画の進捗状況や様々な話題で盛り上がり
ました。
　総会の後は、県内で活躍する女性農業者や女性農業委員の話を伺い、今後の委員としての活動に活
かすための研修会ということで、お二人の事例発表がありました。
　まず、寒河江市で農業委員をされている「お日様農園」の西尾沙織さんは、ご夫婦で少量多品種の
野菜を栽培、周年で消費者へ直接届ける有機農業を営んでおられ、また農業委員としても自身の経験
も踏まえながら新規就農を希望する若者のために尽力されていました。
　次に鮭川村で特産の菌床なめこを生産されている女性農業者の熊谷由美子さんは、なめこの美味し
さを伝えるためにマルシェ出店やSNSでのPRに力を入れ、更に地域活性化を目指し地元ならではの

イベントの企画・開催をされていました。地元から愛される、
かつ子供たちが地元を誇れるイベントにしたいというコンセ
プトを見事に体現なされていました。
　お二人の農業にかける情熱やバイタリティに圧倒されなが
らも、女性ならではのアイデアや活躍が感じられ、とても有
意義な研修会となりました。� （農業委員 渡部由美子）

山形県農業委員会女性の会総会山形県農業委員会女性の会総会

　いいであぐりウーマンズ、「多肉植物寄せ植え会」を開催し
ました。
　飯豊町には町内で就農されている女性の方を中心とした、「い
いであぐりウーマンズ」という団体があります。地元の方、移
住者の方、メンバーはさまざま。ちょっとお茶のみしながら、
農業の困りごとや解決策をおしゃべりしたり、ちょっとしたリ
フレッシュやお友達作りなど、定期的にお食事会やミニイベン
トを開催しています。

　今回は、町内に移住しお花を育てていらっしゃる花き栽培会社の井上ナーセ
リーさんに多肉植物の寄せ植えを教えていただきました。公民館内で行う予定
でしたが、天気が良く風が心地よかったので公民館外の木陰で実施。あっとい
う間に時間が過ぎました。みなさん、思い思いに好きな多肉を植えて素敵な作
品が完成。「水やりが大変なのよね？」「預けてもいいかしら？笑」「水やり頻
度はどれくらい？」農業の合間のほっと一息。飯豊町にはこんな団体もありま
す。移住して就農した方もいらっしゃいますよ。就農相談、いつでもお待ちし
ています。「いいであぐりウーマンズ」も会員募集中です。
� （問合せ先：農業委員会事務局　TEL：0238-87-0525）

完成した寄せ植え作品
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　令和６年３月、山形おいしさ極める！米づくりプロジェクト食味コンクール「はえぬき」部門で鈴
木寛幸さん（椿）が最優秀賞（山形県知事賞）を受賞しました。

　鈴木寛幸さんは稲作と野菜・果樹を含
め約18haを、家族で営んでおられます。
　昨年は気温が異常に高く飯豊地域では

主力品種「はえぬき」の１等米比率が63.4％（JA山形おきたま値）と低くなる中、間断潅水を徹底
し今までのノウハウを生かし、今回の受賞に至ったと振り返りました。特に、令和４年８月の豪雨に
より、住宅や作業機械が浸水被害にあい「米づくりが出来なくなるのではと、心が折れそうになった
ものの、続けてきたことで県知事賞を受賞することができて良かった」と優しい表情で語られました。
　今回受賞されたはえぬきは、直播栽培によるもので、今後もより良い食味を目指していきたいと意
気込んでおられました。
　また、米づくりは毎年変化す
る自然条件に対応し、研究する
事が大切と話し、山形県のつや
姫マイスターとして米づくりの
研修などにも率先して参加し、
最新の情報を収集しているそう
です。
　２月からは株式会社林七を立
ち上げ、代表取締役社長となり
良質米の生産拡大を目指してお
られます。
� （取材／農業委員 齋藤祐一）

山形おいしさ極める！ 
米づくりプロジェクト食味コンクール「はえぬき」部門

鈴木寛幸さん（椿）最優秀賞（山形県知事賞）受賞
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「地域計画」策定に向けた経過と今後の流れについて

飯豊町農業委員会 事務局　澤　菜瑠美

　「地域計画」は、農業者や地域住民との話し合いにより策定する、将来の農地利用の姿を明確化
した設計図です。本町では中・萩生・黒沢・椿・小白川・東部・西部・中津川の８地区に分かれて
協議を行い、10年後の地域の農地利用の姿を示した「目標地図」を含めた地域計画を今年度中に
作成していきます。

　昨年度の第１回策定委員会に引き続
き、今年度も４月19日に町民総合セ
ンターあ～すで第２回策定委員会、６
月６日から21日にかけて地区別に第
３回策定委員会を開催し、農業委員・
農地利用最適化推進委員・事務局が参
加しました。
　第２回策定委員会では、一般社団法
人ふぁーむなかつがわによる事例紹介
と、「日本で最も美しい村」連合資格
委員会委員の山田泰司氏を講師に迎え
ての地区ごとのワークショップを行

いました。ワークショップでは、「我が地区の名人・匠たち」、「（農業・食に関する）私が力を入れ
たい活動」、「農業や食に関して、新たな提案」の３つのテーマで、地域の食と農について様々な視
点からアイデアや意見が出されました。
　第３回策定委員会では、各地区の現状・課題、農地ごとの将来の状況について話し合いながら目
標地図の素案作成に着手しました。今
後は農業委員・農地利用最適化推進委
員、地域の農業者や農業法人によるミ
ニワークショップで目標地図の素案を
作成し、事務局で総合的に内容をまと
めながら今年度中の地域計画の完成を
めざします。地域計画は策定してから
がスタートとなりますので、策定後も
計画の実行に向けて継続的な話し合い
や地域一体となった取り組みへのご協
力をお願いいたします。

第２回策定委員会

地区ごとのワークショップ
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今
回
紹
介
す
る
の
は
、
平
成
28
年
に
神
奈
川
県
か
ら
家
族
で

移
住
し
て
就
農
し
た
藤
川
直
亮
さ
ん
と
陽
子
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。

渡
部
飯
豊
町
で
就
農
す
る
前
は
ど
ん
な
職
業

で
し
た
か
。

藤
川

30
歳
ま
で
市
場
で
仲
卸
業
、
そ
の
後
寺

社
の
線
香
仏
具
等
の
営
業
を
40
歳
ま
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

渡
部
農
業
を
始
め
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

と
飯
豊
町
で
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

藤
川

市
場
で
働
い
て
い
た
時
に
、
一
次
産
業

の
良
さ
と
可
能
性
に
希
望
と
楽
し
さ
を

見
出
し
、
そ
の
時
に
い
ろ
い
ろ
な
農
家

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
１
つ
に
、「
災

害
の
少
な
い
と
こ
ろ
を
選
べ
」
と
言
わ

れ
、
飯
豊
町
で
就
農
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

渡
部
現
在
栽
培
し
て
い
る
も
の
は
ど
ん
な
作

物
で
し
ょ
う
か
。

藤
川

２
月
～
11
月
に
ハ
ウ
ス
と
露
地
で
き
ゅ

う
り
を
栽
培
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ロ
マ

ネ
ス
コ
、と
う
も
ろ
こ
し
、サ
ニ
ー
リ
ー

フ
レ
タ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

渡
部
飯
豊
町
で
就
農
し
て
こ
れ
ま
で
に
住
ん

で
み
て
の
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

藤
川

人
が
良
く
て
農
業
す
る
に
は
素
晴
ら
し

い
土
地
で
す
が
、
そ
の
良
さ
を
生
か
し

き
れ
て
な
い
の
が
も
っ
た
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
技
術
や
知
識
は
他
県
に
比
べ

遅
れ
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

渡
部
こ
れ
ま
で
の
農
業
を
振
り
返
っ
て
み
て

ど
う
で
し
た
か
。

藤
川

農
業
は
答
え
の
な
い
世
界
で
、
個
々
の

捉
え
方
や
目
標
、
生
活
レ
ベ
ル
で
求
め

て
い
る
こ
と
が
全
く
違
っ
て
し
ま
う
の

が
農
業
だ
と
感
じ
て
お
り
、
地
域
、
町
、

県
、
国
と
し
て
も
っ
と
考
察
を
し
な
い

と
未
来
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
の

そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

渡
部
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

藤
川

環
境
の
変
化
や
災
害
、
人
口
減
少
等
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
だ
か
ら
こ

そ
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
眠
っ
て
お
り
、

一
つ
一
つ
の
問
題
と
正
面
か
ら
取
り
組

め
ば
農
業
ほ
ど
楽
し
く
儲
か
る
仕
事
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

を
可
能
に
し
て
く
れ
て
い
る
町
、
地
域

の
方
々
に
感
謝
を
し
な
が
ら
今
後
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

渡
部
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転作の水張り問題と畑地化について
○水田活用の直接支払交付金
　令和９年度以降、過去５年間に一度も水張りしない農地については、転作助成金（水田活用の直接
支払交付金）の交付対象外となります。引き続き助成金の交付を受けるためには、令和８年度までに
水稲の作付けを行うか、転作する農地に１ヶ月間水張りを実施し、現地確認または、写真による記録
を行う必要があります。

○畑地化促進事業概要
　今後、畑作物を固定的に作付し、かつ排水性等の理由により１か月の水張りが困難な農地について
は、「畑地化促進事業」の活用を検討ください。

１．事業概要
事業メニュー 対象作物 交付金額（R6時点） 備考

畑地化支援
※�水活交付金は、以降対象
外となります。

・高収益作物
　（野菜・果樹・花き 等）
・畑作物
　（�そば、大豆、小麦、	
飼料作物 等）

14万円/10a
交付単価はR6時点のも
のとなります。
R7以降は作物区分ごと
に単価の変動の可能性が
ありますので、ご了承く
ださい。

定着促進支援
※�畑地化定着に向けて５年
間支援します。

２万円/10a×５年
または
10万円/10a(一括)

２．畑地化申請に向けた要件等（令和６年度時点の運用のため、変更の場合があります。）
　（１）畦畔及び用水供給整備（水路等）を有する農地であること。（確認書類：ほ場写真）
　（２）借地の農地の場合、土地所有者から同意を得ていること。（確認書類：同意書）
　（３）概ね団地化されていること。（複数筆であること。）
　　　→必ずしも隣接してなくても、同地区内の場合、団地とみなすことがあります。
　　　　また、他者の転作地と隣接していた場合も、団地とみなすことがあります。
　（４）地域の関係機関から合意を得ていること（農業委員、土地改良区 等）
　（５）前年度において、主食用米、水田活用の直接支払交付金の交付対象作物を作付していること。
　（６）５年間は申請した作物区分（高収益作物、畑作物）の作物を作付すること。

農サポやまがた 農サポやまがた からから  お知らせですお知らせです

令和７年から農地中間管理事業の利用には『手数料』のご負担をお願いします
◎手数料について
　農地中間管理事業の運営には、やまがた農業支援センターの
自主財源を一部充当している経費があり、この負担が年々増加
しています。このため、将来に向けて持続的、安定的にこの事
業をご利用いただけるよう、利用者の皆様に一部ご負担をお願
いすることといたしました。
　なにとぞ皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。
◎手数料の概要
◆�対象は令和６年10月以降に公告になる満期再契約及び、更
新・新規契約から（直ちに全契約が対象になるものではあり
ません）

◆納付いただくのは令和７年11月の賃料の支払い時点から
◆これ以降毎年、農地の出し手・受け手のそれぞれから納付
◆手数料の金額は毎年の賃料に0.75％を掛けた額

※「農サポやまがた」は　やまがた農業支援センターの愛称です

（※10aあたり賃料が年間10,000円の場合
の手数料は75円）

◎手数料納入のイメージ

★�詳しくはやまがた農業支援センター
（023-631-0697）またはセンター
のホームページをご覧ください。

（賃料が10aあたり年間10,000円の場合の例）

やまがた農業支援センター
賃料  10,000円/年

手数料

毎　年

75円 賃料の納入
10,075円75円賃料の支払い

9,925円

出し手
農　家

受け手
農　家
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農地法許可申請締切日
� （農地に関する申請）

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

編
集
後
記

【総会開催予定】
許可申請書締切日 総会予定日
９月10日㈫ ９月25日㈬
10月10日㈭ 10月25日㈮
11月11日㈪ 11月25日㈪
12月10日㈫ 12月25日㈬
１月10日㈮ １月27日㈪
２月10日㈪ ２月25日㈫
３月10日㈪ ３月25日㈫

※�各種許可申請等は、上記の締切日
までご提出ください。
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◆事務局体制◆事務局体制
事務局長	 舘石　　修
局長補佐	 佐藤　智昭
主　査	 澤　菜瑠美
主　事	 下條　洋平
主　事	 桐生　竜也
主　事	 鷲尾　拓也
主事補	 鈴木　　慎
主　事	 大谷部良明
会計年度任用職員	 大城　陽子
会計年度任用職員	 安仲　智浩

◆事務局職員人事異動◆事務局職員人事異動
〈新採〉鈴木　慎
〈転入〉
舘石　　修（企画課から）
佐藤　智昭（�総務課防災管財室

から）
よろしくお願いします

〈転出〉
竹田　辰秀
（町民総合センター「あ～す」へ）
手塚　寿子
（町民総合センター「あ～す」へ）
大変お世話になりました

飯豊町農業委員会事務局
☎0238-87-0525

お申し込み先

農業者年金が
さらに便利になります！

①保険料が引き下げられます 
　35歳未満の方は月額１万円から加入できます
②受給開始時期の選択肢が広がります 
　老齢年金：65歳以上75歳未満 
　特例付加年金：65歳以上（年齢上限なし）
③加入可能年齢が引き上げられます 
　60歳以上65歳未満の方も加入できます

●発行日：毎週金曜日
●発行元：全国農業会議所
●購読料：１ヶ月700円

（送料込）

農家の経営と暮らしに
役立つ情報をお届けします。
農家のための
情報誌
「全国農業新聞」

飯豊町農業委員会事務局
☎0238-87-0525

お申し込み先

令和６年度大雨災害における農地中間管理機構の賃料の取扱いについて令和６年度大雨災害における農地中間管理機構の賃料の取扱いについて
　令和６年７月25日からの大雨災害により被害に遭われた皆様に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。
　農地中間管理機構を通じて賃貸借を行っている農地が大雨災害により被害があった場合、受け手（借受者）
と出し手（貸付者）の同意により賃料の減額申請をすることができます。
　大雨災害による賃料の減額申請又は支払い猶予申請について以下の通りお知らせ致します。

〇対象年度	 原則令和６年度とする。
〇申請期限	 令和６年９月20日㈮
〇支払猶予後の振替日　令和７年３月３日㈪
〇申請先	 飯豊町農林振興課農業振興室　TEL：0238-87-0525
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